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* 齋藤 信夫　〒 030 0852　青森県青森市大野若宮 100-18

　はじめに

　 ニ ッ コ ウ キ ス ゲ（Hemerocallis dumortieri C.  
Morren var. esculenta (Koidz.) Kitam. ）はススキノ
キ科に属する多年生草本である。青森県内では海岸
の風衝草原や断崖、低地や山岳地帯の湿地、また、
亜高山帯の草原などに生育している。本種は群生す
ることが多く、６月～７月に黄色の花を咲かせる。
その様子を観光事業に利用している自治体もあり、
たとえば、青森県つがる市ベンセ湿原ではニッコウ
キスゲの開花期に多くの観光客が訪れている。花後
のニッコウキスゲは初秋ころまでに果実を成熟させ
種子散布を終了することが多い。
　図鑑でニッコウキスゲの花の数（花数）を調べる
と、牧野（1961）は 3～ 4花、佐竹（1972）は 2
～ 4 花、奥山（1977）は数個、佐竹ほか（1982）
は 3 ～ 10 花、大井（1983）はわずかに数個と、
記載にはかなりの幅がある。これは分類上の扱いの
混乱から来ている可能性も考えられる。それでも、
上記の個数から判断すると、１花茎あたりの花数は
３～４個程度が妥当と考えられる。なお、上記の図
鑑には果実数の記載はみられない。
　そのようなおり、青森県自然環境研究会（2017）
はベンセ湿原のニッコウキスゲについて１花茎当り
の花数や果実数などの簡易な調査を行った。花数は
花柄数で調査しているが、結果として、花柄数６個
の花茎が最も多く、果実数１～２個だけの花茎が全
体の 90％程度を占めることを報告している。なお、
花柄は花序を支える役目があることを考慮すると、
花柄数は花数に置き換えて考えても論議には大きな
差異は生じないものと考える。
　ところで、齋藤（印刷中）は青森県内の 5か所、
すなわち、八戸市葦毛崎、深浦町行合崎、深浦町白
神岳、外ヶ浜町龍飛崎、そしてつがる市ベンセ湿原
においてニッコウキスゲの花柄数と果実数を調査し
た。そして、１本の花茎に形成される花柄数は、ベ
ンセ湿原が４個、そのほかの調査地では６個が最も
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多いことを示した。ここではベンセ湿原の結果は前
述の青森県自然環境研究会（2017）とは異なって
いた。また、多くの調査地では６個以外の花柄数は
それぞれ急速に減少しているのに対し、行合崎だけ
は花柄数６個から花柄数 19個まで緩やかに減少し
ていることも明らかにした。さらに、齋藤（印刷中）
は１本の花茎に形成される果実数は、白神岳以外は
1個が最も多く、１個以外の果実数は急速に減少す
るのに対し、白神岳だけは果実数は4個が最も多く、
４個以外は 10個まで緩やかに減少することを示し
た。すなわち、花柄数や果実数には地域差があるこ
とを指摘した。その事実を踏まえ、齋藤（印刷中）
は青森県内のニッコウキスゲの花柄数と果実数の地
域差には、遺伝的な分化や本来の生育立地の環境は
どうなのかなどという問題が内包されている可能性
を提起している。しかし、その提起は、齋藤（印刷
中）も述べているように、1年だけの調査結果から
であることから、複数年の継続調査で明らかにする
ことが必要とした。
　本報告は上記の調査地に六ケ所村平沼を加え、齋
藤（印刷中）と同様の方法を用い、２年あるいは 3
年間の継続データに基づき、青森県内のニッコウキ
スゲの花柄数と果実数に地域差が存在するかどうか
を改めて論じるためにまとめられたものである。　
なお、本報告に使用した植物の学名は米倉（2012）
によった。

　調査地の概要

　調査は青森県内の日本海側と太平洋側の６地点で
実施した（図１）。日本海側では北側から外ヶ浜町
三 地区の龍飛崎、つがる市木造館岡のベンセ湿原、
深浦町行合崎、同町白神岳、太平洋側では北側から
六ケ所村平沼、八戸市葦毛崎である。
　相観的に、白神岳は山岳域の風衝草原、龍飛崎、
行合崎、葦毛崎は海岸の風衝草原、そしてベンセ湿
原と平沼の湿地は湿性草原である。標高幅は海抜
20m～ 1100m強である。
　それらの植生的な概要は後述の結果において説明
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する。

　調査方法

　調査は 2段階に分けて実施した。

１　植生調査
　それぞれの調査地においてニッコウキスゲが生育
している場所の植生を把握するための調査を実施し
た。調査は調査枠内に出現するシダ植物以上のすべ
ての高等植物をブラウン－ブランケ（1971）の全
推定法に従い、被度・群度を測度にリストアップし
た。その際、植生高、植被率、斜面の向き、斜面の

傾斜、斜面上での位置、風衝の程度なども記録した。
　得た 11個の植生調査資料は一覧にし、種のある
無しに基づき表操作を行い、グループ分けをした。

２　花柄数と果実数の調査
　現地では果実をつけた花茎を無作為に選び、花柄
数と果実数をそれぞれ調べた（図２）。ただ、しい
なは花柄数に入れたが、果実数から除外した。
　調査年月日は表２に示した。また、各調査年の調
査花茎数は表３に示した。

　結果

１　植生調査
　植生調査資料数は龍飛崎の１測定以外は、すべて
２測定だった。調査期日は葦毛崎が 2012 年だった
以外は、すべて 2021 年である。相観的な差は種組
成に表れ、下記の 3タイプにまとめられた（表１）。
　亜高山帯～高山帯の風衝草原タイプは白神岳で確
認され、ノガリヤス sp.、エゾイブキトラノオ、チ
シマザサ、ミヤマワラビ、イブキゼリモドキ、オオ
アキノキリンソウ、ハクサンフウロ、ミツバオウレ
ンなどで特徴づけられ、タチギボウシ、トウゲブキ、
コケモモ、ミネカエデなども生育していた。
　海岸風衝草原タイプは龍飛崎、行合崎、葦毛崎で
確認され、ヤマカモジグサ、アキカラマツ、カセン
ソウ、キバナカワラマツバ、サルトリイバラ、オオ
ウシノケグサなどで特徴づけられ、ノハナショウブ、

図１　調査地の位置

図２　調査部位
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Deyeuxia

Bistorta officinalis pacifica

Sasa kurilensis

Thelypteris phegopteris

Tilingia holopetala

Solidago virgaurea igantea

Geranium yezoense nipponicum

Coptis trifolia

Brachypodium sylvaticum

Thalictrum minus hypoleucum

Inula salicina asiatica

Galium verum asiaticum

Smilax china

Festuca rubra rubra

Sanguisorba tenuifolia 

Thelypteris palustris

Juncus fauriei

Carex lasiocarpa occultans

Potentilla freyniana

Deyeuxia epigeios

Phragmites australis

Iris ensata spontanea

Miscanthus sinensis

Hemerocallis dumortieri esculenta

Adenophora triphylla  japonica 

Cocculus trilobus

Fallopia sachalinensis

Ischaemum aristatum crassipes

Rubus parvifolius

Hosta sieboldii rectifolia

Ligularia hodgsonii 

Disporum smilacinum

Veratrum maackii japonicum 

Maianthemum dilatatum

Aster microcephalus ovatus

Sasa nipponica

Cirsium aomorense

Rubia jesoensis 

Saussurea sugimurae

Libanotis ugoensis japonica

表１　ニッコウキスゲ生育地の組成表

標高
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Achillea ptarmica  macrocephala speciosa

Artemisia japonica 

Achillea alpina alpina longiligulata

Coelopleurum rupestre

Artemisia montana

Carex stenostachys cuneata

Potentilla fragarioides  major

Phedimus aizoon floribundus

Carex maximowiczii

Isachne globosa 

Hosta sieboldii  rectifolia

Toxicodendron orientale

Liriope minor 

Oryza Potentilla togasii Vaccinium vitis-idaea Eubotryoides grayana grayana

Ilex crenata radicans Acer tschonoskii Alnus alnobetula maximowiczii

Gentiana triflora  japonica  montana Pteridium aquilinum  japonicum Chrysanthemum

yezoense Lysimachia clethroides Clematis stans Aster scaber Calystegia pubescens

Berberis amurensis Lespedeza bicolor :Vicia unijuga Rosa rugosa 

Carex nervata Galium odoratum Artemisia japonica Littoricola Vitis

coignetiae Veronica laxa Allium schoenoprasum foliosum Oxalis corniculata

Agrimonia pilosa  japonica Celastrus orbiculatus orbiculatus Ampelopsis glandulosa heterophylla

Carex insaniae insaniae Lycopus lucidus Gentiana triflora japonica 

Lysimachia vulgaris davurica Arundinella hirta Lycopus uniflorus Lathyrus palustris

pilosus Carex dispalata Lilium leichtlinii  pseudotigrinum Eupatorium lindleyanum  lindleyanum

Cirsium inundatum Lycopus maackianus Quercus dentata Ixeridium dentatum

dentatum Arenaria lateriflora Polygala japonica

表１　( つづき）

表２　調査年月日（花柄数と果実数の調査）

表３　調査花茎数（単位は本）
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ススキ、アオツヅラフジなども生育していた。
　低地の湿性草原タイプはベンセ湿原と平沼の湿地
で確認され、ナガボノシロワレモコウ、ヒメシダ、
ヒライ、ムジナスゲ、ミツバツチグリ、ヤマアワ、
ヨシで特徴づけられ、ノハナショウブ、ススキ、タ
チギボウシなども生育していた。
　
２　花柄数の経年変化
　１本の花茎における花柄数の３年間あるいは２年
間の経年変化を示す。前者は行合崎、龍飛崎、ベン
セ湿原、葦毛崎で、後者は平沼と白神岳である。各
調査地とも調査年によりデータ数が異なるため、結
果は調査年内の合計花茎数に対する百分率で表記し
た。
ア　行合崎（図３－ A）
　この調査地では各年とも花柄数６個の花茎が
20％前後で最も多かった。続いて 7 個、8 個、9
個の花茎が 10％以上 20％未満だった。そして、5
個と 10 個の花茎が 10％前後となった。最も少な
い花柄数の花茎は 2019 年、2020 年、2021 年の
３個、最も多い花柄数は2021年の19個の花茎だっ
た。2021 年の 7 個～ 9 個が 2019 年、2020 年に
比べ少し多いが、全体的には 3年間を通して６個
にピークがあるきわめて似た花柄数分布だった。
イ　龍飛崎（図３－ B）
　この調査地では各年とも花柄数 6 個の花茎が
30 ～ 40％前後で最も多かった。続いて 5個、７
個の花茎が 20％前後だった。最も少ない花柄数
は 2019 年、2021 年の２個、最も多い花柄数は
2019 年、2020 年の 12 個だった。全体的には 3
年間を通して６個にピークがあるきわめて似た花柄
数分布だった。
ウ　ベンセ湿原（図３－ C）
　この調査地では最も多い花柄数が年により一定
しておらず、2020 年と 2021 年は 5 個の花茎、
2019 年が 4 個の花茎だった。また、2020 年は
花柄数 3個、4個、5個の花茎がほぼ 25％前後と
似ていた。最も少ない花柄数は 2019 年、2020
年、2021 年の２個、最も多い花柄数は 2019 年、
2020 年、2021 年の９個だった。全体的には花柄
数４個から５個の間にピークがある花柄数分布だっ
た。
エ　葦毛崎（図３－D）
　この調査地では 2019年と 2020 年で花柄数 6個
の花茎が 40％前後で最も多いが、2021 年は花柄
数 5個と 6個の花茎が 27～ 28％と大差なかった。 図３　調査年ごとの調査地別花柄数の分布
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それ以外は 3年間とも同じ花柄数分布だったこと
から、ほぼ花柄数6個にピークがある分布といえる。
最も少ない花柄数は 2019 年、2020 年、2021 年
の２個、最も多い花柄数は 2021 年の 15個だった。
オ　平沼（図３－ E）
　この調査地では 2020 年と 2021 年とも花柄数 6
個が 35％前後で最も多かった。続いて5個が 25％
前後、7個が 17％前後だった。最も少ない花柄数
は 2021 年の２個、最も多い花柄数は 2021 年の
14個だった。全体的には２年間を通して６個にピー
クがあるきわめて似た花柄数分布だった。
カ　白神岳（図３－ F）
　この調査地では 2019 年、2021 年とも花柄数 6
個が 35 ～ 40％前後で最も多かった。続いて７個
と 5個が 22～ 23％、８個が 10％付近だった。最
も少ない花柄数は 2019 年の３個、最も多い花柄数
は 2019 年の 14 個だった。全体的には２年間を通
して６個にピークがあるきわめて似た花柄数分布
だった。

３　果実数の経年変化
　１本の花茎における果実数の３年間あるいは２年
間の経年変化を示す。前者は行合崎、龍飛崎、ベン
セ湿原、葦毛崎で、後者は平沼と白神岳である。各
調査地とも調査年によりデータ数が異なるため、調
査年内の合計花茎数に対する百分率で表記した。
ア　行合崎（図４－ A）
　１本の花茎には１個～８個の果実が見られた。
2019年と2020年は果実数1個の花茎が最も多く、
2019年では全体の38.4％、後者では52.8％だった。
それに対し 2021 年は果実数 1個の花茎が 21％、
2個が 35.5％となっていた。2019 年は果実数 1個
と 2個の花茎数の差はさほど多くなかった。
　果実数１個と２個の合計が占める割合は調査年順
に 72.3％、82.4％、56.5％と変化した。
イ　龍飛崎（図４－ B）
　１本の花茎には 1個～ 7 個の果実が見られた。
2019 年は果実数 1個と 2個がほぼ同じ 32.9％及
び 33.7％であるが、2020 年と 2021 年は果実数 1
個が 48.9％、43.9％と最も多く、果実数が増える
に従い割合は減少していた。
果実数１個と２個の合計が占める割合は調査年順に
66.6％、81.1％、75.5％と変化した。
ウ　ベンセ湿原（図４－ C）
　１本の花茎には 1個～６個の果実が見られた。
2019 年と 2020 年は果実数 1個がそれぞれ 57％、 図４　調査年ごとの調査地別果実数の分布
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46.7％と最も多く、果実数が増える従い減少してい
た。それに対し、2021 年は果実数 2個が 39.3％
で最も多く、次いで果実数 1個が 34.8％、果実数
3個が 19.5 ％と減少していた。
　果実数１個と２個の合計が占める割合は調査年順
に 85.5％、77.5％、74.2％と変化した。
エ　葦毛崎（図４－D）
　１本の花茎には 1個～６個の果実が見られた。3
年間を通じ、果実数 1個が 64％、65.6％、55.7％
と最も多く、果実数 2個が 26.1％、25.5％、32％
と急減し、以降減少していた。
果実数１個と２個の合計が占める割合は調査年順に
90.2％、91.1％、87.7％と変化した。
オ　平沼（図４－ E）
　１本の花茎には 1個～ 9 個の果実が見られた。
2020 年、2021 年ともに果実数 1 個が 44.2％、
41.4％で、2個以降 35％前後と減少していた。
果実数１個と２個の合計が占める割合は 2020 年が
79.5％、2021 年が 75.8％と変化した。
カ　白神岳（図４－ F）
　１本の花茎には 1個～ 10 個の果実が見られた。
2019 年には果実数 4個が 31.7％と最も多く、次
いで果実数 5個、3個、6個と減少していた。一方
2021 年は果実数 3個と 4個がほとんど同じ 26％、
25.４％で、次いで果実数5個、２個と減少していた。
果実数１個と２個の合計は 2019 年が 13.9％、
2021 年が 20.2％と変化した。

　考察

　今回の調査から、２～３年の継続観察でも、ニッ
コウキスゲの１花茎における花柄数や果実数は生育
地により、ほぼ一定であることが分かった。基本的
には花柄数６個、果実数１～２個の花茎が多いとい
える。しかし、地域差という視点で捉えると、継続
観察でも白神岳、行合崎、ベンセ湿原は他の調査
地に比べ特異な傾向を示していることが明らかに
なった。すなわち、①白神岳は花柄数では他の調
査地同様、６個の花茎が最も多いのに対し、果実
数では他の調査地と異なり、４個あるいは３個の花
茎が最も多かった。②行合崎は花柄数では他の調
査地同様、６個の花茎が最も多いものの、その割合
は 20％前後で、他地域に比べると非常に低かった。
そして、花柄数 19個の花茎も確認された。しかし、
果実数では 1個あるいは 2個の花茎が最も多かっ
た。③ベンセ湿原の花柄数は年により変化し、３～

5個の花茎が多かった。また、果実数は 2019 年、
2020 年ともに果実数 1個の花茎が最も多く、果実
数２個以上は減少した。ところが 2021 年は果実数
2個の花茎が 40％台で最も多く、次いで果実数 1
個の 30％台となり、その他では果実数が増えるに
従い割合は減少した。
　ところで、今回の 6調査地の標高は、亜高山帯
の風衝草原の白神岳は 1200 ｍ付近、海岸風衝草原
である龍飛崎、行合崎、葦毛崎は 10 ～ 70 ｍ、低
湿地である平沼とベンセ湿原は３～ 10ｍで、それ
らの標高差は 1100 ｍ強である。白神岳、行合崎、
ベンセ湿原での花柄数や果実数が他と異なることに
ついては、それぞれの調査地の調査年ごとの平均花
柄数と平均果実数を同一の相関図に表すとより鮮明
になる（図５）。すなわち、調査年が違っていても
調査地ごとの打点位置に大きな違いはなく、龍飛崎、
葦毛崎、平沼は平均花柄数６個前後、平均果実数２
個前後に集中するのに対し、白神岳は平均花柄数６
個前後、平均果実数４個前後に、行合崎は平均花柄
数７個前後、平均果実数２個前後に、ベンセ湿原は
平均花柄数４個前後、平均果実数２個未満に集中す
る。このことは、調査地により平均花柄数や平均果
実数は、ある程度の範囲内に収まっている可能性を
示唆しているものと考えられる。
　最も標高が高い調査地である白神岳の平均花柄数
は行合崎よりは少ないものの、平均果実数は他の調
査地の２倍前後に相当する。平均花柄数を平均花数
ととらえるならば、平均花柄数に対する平均果実数
の割合は結実率と考えられるので、白神岳のニッコ
ウキスゲは他の調査地に比べ、結実率が高いと言え
る。橋本・沖津 (1996）は本州中部の霧ヶ峰高原の
ニッコウキスゲでは標高が高くなるにつれ、有性繁
殖の割合が高まることを報告している。その考えか
たを参考にすると、白神岳のニッコウキスゲは、今
回の他の調査地よりも果実形成に重きを置いた繁殖

図５　平均花柄数と平均果実数の相関
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様式を取り入れている集団である可能性が推察され
る。
　海岸風衝草原である行合崎の平均花柄数は 7個
前後、平均果実数は 2個前後である。すなわち、
行合崎は平均花柄数では他の調査地よりも２～ 3
個前後多いが、平均果実数では白神岳以外の他の調
査地とほぼ同じか、少し多い程度である。種組成的
にもヤマカモジグサ、アキカラマツほかの種を共有
する海岸風衝草原に生育するニッコウキスゲである
が、行合崎は龍飛崎や葦毛崎とでは平均花柄数で 2
個程度の差がある。白神岳で用いた結果率の面から
行合崎をとらえると、行合崎のニッコウキスゲは全
調査地のうち、最も結実率が低い集団であると考え
られる。その事実をどのようにとらえるかは今後の
課題といえる。
　低湿地であるベンセ湿原の平均花柄数は 4個台
でもっと少なく、平均果実数は１～ 2個前後で葦
毛崎、平沼、龍飛崎とほぼ似ている。平均花柄数で
はベンセ湿原は同じ低湿地である平沼よりも 1個
程度少なかった。ベンセ湿原と平沼では、種組成的
にもナガボノシロワレモコウやヒメシダほかの種を
共有する低湿地に生育するニッコウキスゲである
が、この差をどのように捉えるかは今後の課題とい
える。
　齋藤（印刷中）は青森県内のニッコウキスゲの花
柄数と果実数に前述のような地域差が見られること
について、遺伝的な分化を含んでいるのか、単なる
立地環境差なのか、そして地域差がニッコウキスゲ
本来の生育地の立地環境を探る手掛かりとなるので
はないか、などの問題に結びつく可能性を提起して
いる。今回の継続観察の結果により、それらの可能
性が高まったものと考えられる。

　摘要

１　２年あるいは 3年間の継続データをもとに、
青森県内６地点のニッコウキスゲの花柄数と果実
数に地域差が存在するかどうかを論じるための調
査を実施した。
２　今回の継続観察からも、ニッコウキスゲの１花
茎における花柄数や果実数は生育地により、ほぼ
一定であることが分かった。基本的には花柄数６
個、果実数１～２個の花茎が多いといえる。
３　地域差という視点で捉えると、白神岳、行合崎、
ベンセ湿原は他の調査地に比べ特異な傾向を示し

ていることが明確になった。
４　白神岳のニッコウキスゲは他の調査地に比べ、
結実率が高かった。行合崎のニッコウキスゲは、
多くの花柄（花）をつけるが、平均果実数では他
の調査地と極端な差がなかった。低湿地であるベ
ンセ湿原の平均花柄数は 4個台でもっと少なく、
平均果実数は１～ 2個前後で葦毛崎、平沼、龍飛
崎とほぼ似ていた。
５　ニッコウキスゲの花柄数や果実数の地域差は、
遺伝的な分化を含んでいるのか、単なる立地環境
差なのか、そして地域差が本来の生育地の立地環
境を探る手掛かりとなるのではないか、などの
問題に結びつく可能性が高まったものと考えられ
る。
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